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					このページは校正済みです

平氏系統平氏は桓武天皇より出づ。天皇の夫人多治比（たぢひ）
莫（ま）
宗（むね）、四子を生む。長を
葛原（かつらはら）親王と曰ふ。幼にして才名あり。長じて
謙謹（けんきん）、
書史（しよし）を讀むを好み、古今の
成敗（せいばい）を觀て、以て自ら
鑑（かんが）む。四
品（ほん）に叙し、
式部卿（しきぶきやう）に任ぜらる。子を
高見（たかみ）、孫を高
望（もち）といふ。高望に姓平氏を賜ひ、上總
介（のすけ）に拜す。子孫
世（よゝ）武臣たり。其旗赤を用ゐる。


高望の子高望四子あり。
國香（くにか）、
良將（よしまさ）、
良兼（よしかね）、
良文（よしふみ）、並に東國の
守介（かみすけ）、或は
鎭守府將軍（ちんじゆふしやうぐん）に任ぜらる。貞盛國香の子を
貞盛（さだもり）といふ。材武ありて善く射る。
左馬允（さまのすけ）と爲る。將門良將の子
將門（まさかど）、性
桀黠（けつかつ）なり。
攝政（せつしやう）藤原
忠平（たゞひら）に
倚（よ）りて
撿非違使（けびゐし）たらんことを求む。忠平省みず。將門怒り、去りて東國に
之（ゆ）き、
相馬（さうま）の
里（さと）【相馬の里】下總に
據（よ）りて、常陸、下總を
劫掠（ごふりやく）す。時に國香、常陸
大掾（のだいじよう）たり。良兼下總介たり。皆將門と
𨻶（げき）あり。天慶の亂承平中、將門
終（つひ）に國香を攻殺す。將門の京師に在りしとき、甞て
敦實（あつみ）親王【敦實親王】宇多帝子に詣る。從兵五六騎
可（ばか）りなり。
適（たま〳〵）貞盛も亦來り
謁（えつ）し、將門の門を出づるに
會（あ）ふ。貞盛人に謂て曰く、「將門必事を天下に生ぜん。今日士卒を
率（ひき）ゐざりしを恨む。
即（も）し士卒を率ゐたらば、當に之を擊殺すべし」と。是に至りて貞盛官を
棄（すて）て東し、父の
仇（あた）を復せんと欲す。良兼及び從弟の良正と、共に將門を攻む。利あらず。貞盛
謂（おも）へらく、是私鬪なり。敕を受けて、之を討つに
若（し）かずと。
將（まさ）に京師に還り、請ふ所あらんとす。將門之を信濃に要擊す。
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